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動向解析 
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１
　
課
題
と
研
究
対
象
の
 

　
　
位
置
づ
け
 

 （1）
　
背
景
と
課
題
 

 　
農
村
開
発
・
地
域
活
性
化
手
法
に
は
、
ハ

ー
ド
的
な
手
法
と
ソ
フ
ト
的
な
手
法
が
あ
る

が
、
ソ
フ
ト
的
な
手
法
の
代
表
的
な
も
の
と

し
て
、
グ
リ
ー
ン
･
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
以
下
、

Ｇ
Ｔ
）
が
あ
る
。
い
ま
、
わ
が
国
の
農
村
の

中
に
は
、
こ
う
し
た
Ｇ
Ｔ
の
一
環
と
し
て
、

修
学
旅
行
な
ど
の
教
育
旅
行
　（１）

を
通
じ
て
訪

れ
る
小
中
学
生
等
を
受
け
入
れ
、
地
域
活
性

化
に
役
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
地
域
が
あ
る
。
 

　
関
連
し
て
現
在
、
農
林
水
産
省
・
文
部
科

学
省
・
総
務
省
で
は
、
小
学
生
の
農
林
漁
業

体
験
を
進
め
る
「
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
　（2）

」
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
全
国
２
万
３
千
校
の
小
学
校
（
１

学
年
約
１
２
０
万
人
）
を
対
象
に
、
２
０
０

８
年
度
か
ら
５
年
間
に
約
５
０
０
の
農
山
漁

村
地
域
で
１
週
間
前
後
の
交
流
・
滞
在
を
実

施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
農
林
漁
業

体
験
を
軸
に
し
た
農
村
活
性
化
策
が
、
国
を

挙
げ
て
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
 

　
本
稿
で
は
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
農

家
民
泊
を
含
む
一
連
の
農
林
漁
業
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
「
農
林
漁
業
体
験
教
育
旅
行
（
以

下
、
体
験
教
育
旅
行
）
」
と
位
置
づ
け
、
事

業
の
仕
組
み
や
受
入
農
家
の
収
支
構
造
に
着

目
し
な
が
ら
、
体
験
教
育
旅
行
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
農
村
地
域
へ
の
波

及
効
果
や
課
題
、
今
後
の
展
望
等
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
 

 （2）
　
日
本
型
Ｇ
Ｔ
の
成
立
と
 

　
　
体
験
教
育
旅
行
 

 　
本
論
に
入
る
前
に
、
わ
が
国
の
Ｇ
Ｔ
の
歩

み
と
体
験
教
育
旅
行
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

触
れ
て
お
き
た
い
。
Ｇ
Ｔ
と
い
う
と
E
U
の

そ
れ
が
有
名
だ
が
、
日
本
に
お
け
る
Ｇ
Ｔ
は

そ
の
背
景
が
E
U
と
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、

青
木﹇
1
﹈の
よ
う
に
「
日
本
型
Ｇ
Ｔ
」
と
し

て
限
定
的
な
用
語
の
用
い
方
を
す
る
の
が
一

般
的
で
あ
る
。
 

　
E
U
に
お
け
る
Ｇ
Ｔ
は
、
１
９
７
０
年
代

頃
か
ら
農
家
経
済
の
生
産
性
至
上
主
義
か
ら

の
脱
却
、
農
業
経
営
の
多
角
化
の
推
進
と
い

う
観
点
か
ら
、
農
家
に
と
っ
て
の
有
効
な
副

業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
発
展
し
て
き
た
。

こ
れ
を
政
策
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
E
U
の

Ｇ
Ｔ
は
、
農
家
の
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
を
受

け
て
地
域
を
再
開
発
す
る
農
村
開
発
政
策
の

一
手
法
と
し
て
の
側
面
を
強
く
有
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 

　
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
Ｇ
Ｔ
は
、
都
市

労
働
者
の
休
暇
制
度
が
極
め
て
短
期
的
で
あ

る
な
ど
の
要
因
に
よ
り
、
E
U
型
の
Ｇ
Ｔ
の

直
接
的
な
輸
入
は
必
ず
し
も
成
功
し
て
い
な

い
。
E
U
の
Ｇ
Ｔ
と
日
本
の
Ｇ
Ｔ
の
違
い
を

決
定
づ
け
る
要
因
と
し
て
は
、
宮
崎﹇
14
﹈が

指
摘
す
る
、
①
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
営
農

形
態
の
違
い
　（3）

や
②
家
屋
構
造
の
違
い
、
③

農
業
構
造
の
違
い
に
よ
る
夫
婦
間
分
業
の
成

否
に
加
え
、
井
上
和
衛﹇
3
﹈が
指
摘
す
る
、

E
U
社
会
の
前
提
と
し
て
の
「
長
期
滞
在
が

可
能
な
休
暇
制
度
や
就
労
構
造
の
存
在
」
も

看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

　
Ｇ
Ｔ
の
最
大
需
要
層
で
あ
る
都
市
住
民
の

休
暇
制
度
が
短
期
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

田
舎
に
出
か
け
て
余
暇
を
楽
し
も
う
と
し
て

も
、
必
然
的
に
１
泊
２
日
あ
る
い
は
２
泊
３

日
と
い
う
短
期
滞
在
が
中
心
と
な
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
か
つ
て
１
９
９
０
年
代
初
頭
に
は
、

立
派
な
宿
泊
施
設
と
豪
華
な
食
事
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
、
日
本
型
リ
ゾ
ー
ト
の
ブ
ー
ム
が

到
来
し
た
。
し
か
し
、
わ
が
国
で
は
、
１
９
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資料：農林水産省農村振興局． 

第1図　都市と農山漁村の共生・対流に関する概念図 
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１ 時 滞 在 

９
０
年
代
前
半
の
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
を
機

に
、
旅
行
の
個
性
化
、
小
規
模
化
、
目
的
化

が
進
み
、
こ
れ
以
降
、
日
本
型
Ｇ
Ｔ
の
本
格

的
な
展
開
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
　（4）

。
 

　
青
木﹇
1
﹈に
よ
れ
ば
、
日
本
型
Ｇ
Ｔ
は
「
中

山
間
地
域
の
農
地
荒
廃
や
過
疎
化
、
地
域
活

性
度
の
低
下
と
い
っ
た
固
有
の
地
域
課
題
解

決
に
向
け
た
『
特
殊
日
本
的
』
機
能
と
意
義
」

を
持
つ
Ｇ
Ｔ
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

背
景
に
は
、
先
に
挙
げ
た
宮
崎﹇
14
﹈や
井
上

和
衛﹇
3
﹈が
指
摘
す
る
、
農
業
と
農
村
を
巡

る
環
境
の
違
い
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
 

　
そ
し
て
、
こ
の
日
本
型
Ｇ
Ｔ
の
有
力
な
取

組
手
段
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
「
体

験
教
育
旅
行
」
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ

る
小
中
学
生
の
修
学
旅
行
に
組
み
込
ま
れ
た

農
村
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ
の
「
体
験
教

育
旅
行
」
を
具
体
化
す
る
代
表
的
な
存
在
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 

　
後
述
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
修
学
旅
行
の
実

施
期
間
は
２
泊
３
日
と
短
く
、
か
つ
て
は
、

名
所
、
旧
跡
や
博
物
館
等
の
見
学
を
内
容
と

す
る
も
の
が
中
心
だ
っ
た
。
し
か
し
、
修
学

旅
行
の
メ
ニ
ュ
ー
に
お
い
て
も
体
験
学
習
の

位
置
づ
け
が
近
年
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
中
核
の
一
つ
が
農
家
へ
の
民
泊
を
伴
っ

た
「
農
林
漁
業
体
験
」
で
あ
る
。
 

　
特
に
最
近
で
は
、
強
い
教
育
的
配
慮
か
ら

「
農
林
漁
業
体
験
」
に
も
、
そ
の
地
域
に
し

か
な
い
「
文
化
」、「
景
観
」、「
人
情
」
の
体

験
を
大
切
に
す
る
「
ホ
ン
モ
ノ
体
験
」
を
求

め
る
動
き
が
強
く
な
り
（
藤
沢
﹇
11
﹈）、
農

村
地
域
側
で
も
、
こ
れ
を
い
か
に
提
供
す
る

か
、
様
々
な
試
行
錯
誤
が
続
い
て
い
る
。
 

 （3）
　
地
域
振
興
政
策
と
し
て
の
Ｇ
Ｔ
 

　
　
施
策
に
占
め
る
体
験
教
育
旅
行
 

 　
次
に
、
地
域
振
興
政
策
の
枠
組
み
の
中
で

体
験
教
育
旅
行
が
ど
う
い
っ
た
位
置
づ
け
に

あ
る
か
を
整
理
し
た
い
。
共
生
・
対
流
の
概

念
に
占
め
る
Ｇ
Ｔ
関
連
事
業
の
位
置
づ
け
は

第
１
図
に
示
し
た
。
 

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
稿
の
体
験
教
育
旅
行

に
相
当
す
る
「
体
験
型
修
学
旅
行
」
お
よ
び

「
子
ど
も
体
験
学
習
」
は
、「
都
市
と
農
山
漁

村
の
共
生
対
流
」
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
の

中
の
う
ち
、
Ｇ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
「
農
家
民
宿
」

あ
る
い
は
「
農
家
民
泊
」
の
関
連
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
と
さ
れ
る
。 

　
こ
の
図
の
中
で
、
「
体
験
型
修
学
旅
行
」

と
「
子
ど
も
体
験
学
習
」
が
「
地
域
食
材
・

食
育
」
と
並
べ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
点
に
は

注
意
が
必
要
で
あ
る
。
実
は
、
体
験
教
育
旅

行
の
需
要
サ
イ
ド
で
あ
る
学
校
側
の
ニ
ー
ズ

に
は
こ
の
「
食
育
」
的
な
教
育
効
果
を
求
め

る
視
点
が
非
常
に
色
濃
く
影
響
し
て
い
る
。

小
椋﹇
8
﹈に
よ
れ
ば
、
都
会
で
進
む
「
食
生

活
の
乱
れ
」
と
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
」

に
影
響
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
変
化
は
、
子

ど
も
た
ち
を
受
け
持
つ
学
校
教
員
に
も
強
い

危
機
感
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

　
体
験
教
育
旅
行
が
こ
う
し
た
「
食
育
」
な

ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
総
合
学
習
の
延
長
上
に

実
施
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
学
習
が
お
よ
そ

半
年
前
か
ら
始
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
は
事
前

学
習
の
中
で
様
々
に
浮
か
ぶ
疑
問
を
手
紙
や

メ
ー
ル
な
ど
で
頻
繁
に
送
っ
て
く
る
例
も
あ

る
。
体
験
教
育
旅
行
に
地
域
と
し
て
関
わ
る

た
め
に
は
、
こ
う
し
た
教
育
的
観
点
の
配
慮

も
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
 

 
2
　
教
育
旅
行
の
目
的
と
 

　
　
形
態
の
変
化
 

 （1）
　
観
光
地
集
中
を
脱
し
つ
つ
あ
る
 

　
　
教
育
旅
行
の
形
態
 

 　
わ
が
国
の
体
験
教
育
旅
行
は
、
実
態
的
に

は
、
「
修
学
旅
行
」
の
中
で
実
施
さ
れ
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
農
業
体

験
を
積
極
的
に
組
み
込
ん
だ
教
育
旅
行
の
形
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資料：「教育旅行白書2008－修学旅行を中心として－」（財）日本修学旅行協会、2008年． 

資料：「教育旅行白書2007－修学旅行を中心として－」 
　　　（財）日本修学旅行協会、2007年． 

第2図　体験学習実施率の推移 
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2002年 

2000年 

1986年 1998年 

2004年 

2005年 

2006年 

  4月 19.8 17.2 19.2 

  5月 43.5 40.3 42.8 

  6月 15.2 16.7 15.5 

  7月 1.2 3.0 1.6 

  8月 0.6 0.4 0.5 

  9月 4.5 3.4 4.3 

10月 4.2 4.3 4.3 

11月 4.1 3.9 4.1 

12月 1.6 4.3 2.1 

  1月 0.9 1.3 1.0 

  2月 2.2 2.1 2.2 

  3月 2.2 3.0 2.4 

学校数 895 233 1,128

第1表　中学校の修学旅行の実施時期 
（単位：％、校） 

区　分 計 2学期制 3学期制 

88 90 92 94 96 98

20
00 02 04 06

動向解析 

態
は
、
意
外
に
も
そ
の
歴
史
自
体
が
浅
い
。

教
育
旅
行
の
代
表
的
存
在
で
あ
る
修
学
旅
行

に
つ
い
て
そ
の
形
態
の
変
遷
を
み
る
と
、
関

東
の
学
校
な
ら
ば
圧
倒
的
に
京
都
・
奈
良
、

関
西
そ
の
他
の
地
域
の
学
校
な
ら
ば
圧
倒
的

に
東
京
が
旅
行
先
と
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
現
在
、
半
世
紀
近
く
続
い
た
こ
の
ト

レ
ン
ド
に
変
化
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
。
 

　
東
京
へ
の
修
学
旅
行
は
、
地
方
の
生
徒
に

と
っ
て
は
進
学
に
向
け
た
情
報
収
集
や
社
会

見
学
と
い
う
意
味
で
依
然
重
要
な
意
義
を
持

っ
て
い
る
が
、
京
都
・
奈
良
の
修
学
旅
行
に

つ
い
て
は
、
生
徒
た
ち
の
歴
史
的
な
興
味
関

心
の
低
下
等
に
よ
っ
て
、
学
校
側
か
ら
敬
遠

さ
れ
始
め
て
い
る
。
新
し
い
修
学
旅
行
の
形

態
を
模
索
し
て
い
る
学
校
ほ
ど
、
修
学
旅
行

の
古
都
離
れ
が
進
み
つ
つ
あ
る
（
小
椋﹇
8
﹈）。 

　
一
方
で
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
修
学
旅
行
の

ト
レ
ン
ド
と
な
り
つ
つ
あ
る
の
が
体
験
教
育

旅
行
で
あ
る
（
第
2
図
）。
農
業
体
験
を
組
み

込
ん
だ
修
学
旅
行
は
、
前
述
し
た
食
育
と
い

う
意
味
で
教
育
的
要
素
を
多
く
含
ん
で
い
る

ほ
か
、
な
に
よ
り
都
会
の
子
ど
も
が
ほ
と
ん

ど
触
れ
た
こ
と
の
な
い
「
農
村
」
と
い
う
異

文
化
へ
の
接
触
が
子
ど
も
た
ち
を
成
長
さ
せ

る
と
い
う
の
が
主
要
な
理
由
で
あ
る
。
 

 （2）
　
近
年
の
体
験
教
育
旅
行
の
 

　
　
広
が
り
 

 　
で
は
、
こ
の
体
験
教
育
旅
行
は
ど
の
程
度

の
広
が
り
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
体
験
教
育
旅
行
の
ト
レ
ン
ド
を
み
る

前
に
、
近
年
の
修
学
旅
行
全
体
の
動
向
に
つ

い
て
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
中
学
校
を
例
に

取
れ
ば
、
２
０
０
５
年
度
の
修
学
旅
行
実
施

率
は
全
国
で
96
・
１
％
で
あ
る
（
日
本
修
学

旅
行
協
会
﹇
9
﹈
）。
実
施
時
期
は
、
５
月
実

施
の
割
合
が
42
・
８
％
と
最
も
高
く
、
４
月

〜
６
月
の
３
カ
月
間
に
77
・
６
％
が
実
施
さ

れ
て
い
る
（
第
１
表
）。 

　
ま
た
、
第
2
表
に
よ
れ
ば
、
旅
行
日
数
の

全
国
平
均
は
２
泊
３
日
が
76
・
６
％
、
３
泊

４
日
が
19
・
６
％
で
あ
り
、
両
者
で
96
・
２

％
と
全
般
に
旅
行
日
数
は
短
い
も
の
が
多
く
、

４
泊
５
日
以
上
は
３
・
８
％
に
過
ぎ
な
い
。
 

　
た
だ
、
２
０
０
５
年
度
の
修
学
旅
行
全
体

の
平
均
泊
数
は
２
０
０
４
年
度
の
２
･
３
泊

か
ら
０
・
１
泊
増
え
て
２
・
４
泊
と
な
っ
て

お
り
、
微
増
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
平
均

泊
数
の
増
加
要
因
は
必
ず
し
も
は
っ
き
り
し

な
い
が
、
今
後
、
農
業
体
験
を
含
め
た
体
験

学
習
が
よ
り
浸
透
し
、
体
験
宿
泊
の
た
め
に

１
泊
加
え
る
学
校
が
増
え
る
な
ど
す
る
と
、

平
均
泊
数
が
さ
ら
に
増
加
す
る
可
能
性
は
否

定
で
き
な
い
。
 

　
旅
行
実
施
内
容
に
つ
い
て
は
、
全
ク
ラ
ス

が
同
一
行
動
で
同
じ
箇
所
を
見
学
す
る
従
来

の
観
光
型
か
ら
、
観
光
を
含
む
体
験
学
習
・

班
別
自
主
行
動
型
へ
の
移
行
が
急
速
に
進
ん

で
い
る
（
日
本
修
学
旅
行
協
会﹇
9
﹈）
が
、

旅
行
実
施
内
容
も
こ
の
影
響
を
受
け
て
多
様

化
が
進
ん
で
い
る
。
実

施
内
容
で
割
合
が
上
位

を
占
め
る
の
は
「
寺
社
・

仏
閣
・
町
並
み
等
の
見
学
」

（
21
・
１
％
）、「
博
物
館
・

美
術
館
等
の
見
学
」（
14

・
６
％
）
と
い
っ
た
従

来
型
の
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
に
次
い
で
「
伝

統
工
芸
等
を
含
む
も
の

づ
く
り
体
験
」
が
11
・

２
％
と
三
位
を
占
め
て

い
る
（
第
3
表
）。
こ
の

ほ
か
、
六
位
の「
自
然
体
験
」（
６
・
８
％
）、

八
位
の「
料
理
・
食
品
づ
く
り
体
験
」（
６
・

０
％
）
に
加
え
、
順
位
を
か
な
り
落
と
す
も

の
の
「
農
山
漁
村
等
の
生
活
体
験
」
も
１
・

７
％
を
占
め
て
お
り
、「
伝
統
工
芸
等
を
含

む
も
の
づ
く
り
体
験
」
以
下
の
４
項
目
の
合

計
は
25
・
７
％
に
も
及
ぶ
。
様
々
な
体
験
を

取
り
込
ん
だ
形
の
修
学
旅
行
が
、
農
山
漁
村

で
実
施
可
能
な
取
組
分
野
を
巻
き
込
む
形
で

進
行
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
 

　
さ
ら
に
、
第
4
表
に
よ
っ
て
焦
点
を
体
験

学
習
に
絞
り
、
そ
の
実
施
内
容
（
メ
ニ
ュ
ー
）

を
確
認
し
よ
う
。
体
験
学
習
の
メ
ニ
ュ
ー
で

最
も
多
い
の
は「
伝
統
工
芸
・
ガ
ラ
ス
細
工
等
」

（
22
・
９
％
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
「
料
理
体

験
（
そ
ば
打
ち
等
）」（
16
・
３
％
）、「
ス
ポ

ー
ツ
体
験
」（
12
・
８
％
）
が
続
い
て
い
る
。

「
農
山
漁
村
体
験
」
の
割
合
は
７
・
９
％
で

あ
る
。 



資料：「教育旅行白書2007－修学旅行を中心として－」（財）日本修学旅行協会，2007年． 資料：「教育旅行白書2007－修学旅行を中心として－」 
　　　（財）日本修学旅行協会，2007年． 

資料：「教育旅行白書2007，2008－修学旅行を中心として－」（財）日本修学旅行協会，2007年，2008年． 
注．実施内容別構成比は、体験プログラムベース． 

第2表　地域別宿泊日数別校数割合（中学校） 

北海道 6.1 85.7 2.0 6.1 49 3.2 0.2 

東　北 73.9 25.2 0.0 0.8 119 2.4 0.0 

関　東 85.1 9.2 1.4 4.3 282 2.4 0.1 

中　部 92.9 6.3 0.4 0.4 224 2.1 0.0 

近　畿 84.2 11.7 2.0 2.0 196 2.3 0.2 

中　国 93.3 6.7 0.0 0.0 90 2.1 0.0 

四　国 15.7 80.4 3.9 0.0 51 2.9 0.1 

九　州 58.8 32.8 5.0 3.4 119 2.7 0.0 

全　国 76.6 19.6 1.6 2.2 1,130 2.4 0.1

（単位：泊，校，％） 

区　分 2泊3日 3泊4日 4泊5日 
平均 
泊数 校数計 

5泊6日 
以上 

対前年 
泊数増減 寺社・町並み等の見学 773 21.1 

博物館・美術館等の見学 536 14.6 
伝統工芸などもの作り体験 412 11.2 
平和学習 269 7.3 
企業訪問・職場体験等 258 7.0 
自然体験 248 6.8 
芸術体験 225 6.1 
料理・食品作り体験 222 6.0 
スポーツ体験 177 4.8 
環境学習 147 4.0 
農山漁村等の生活体験 61 1.7 
福祉・ボランティア体験 28 0.8 
　　　　合　　　計 3,671 100.0

　　　　区　　　分　　　　　　　　　　　　　実施内容別構成比　　　　　　　　　　対前年増減ポイント数　　　　　　　平均費用 
 2006年 2007年 2008年 06～07年 07～08年 2007年 2008年 
伝統工芸・ガラス細工等 13.7 19.8 22.9 6.1 3.1 1,878 1,702 
料理体験（そば打ち等） 13.6 13.5 16.3 ▲0.1 2.8 1,525 1,647 
スポーツ体験 21.0 18.3 12.8 ▲2.7 ▲5.5 4,464 5,973 
陶磁器（絵付け含む） 11.6 11.7 10.6 0.1 ▲1.1 1,843 1,419 
農山漁村体験 6.7 5.6 7.9 ▲1.1 2.3 2,757 2,184 
染色・織物等 7.2 4.1 6.5 ▲3.1 2.4 1,562 1,729 
自然体験 2.5 3.6 5.3 1.1 1.7 2,710 2,505 
芸術体験 6.7 4.3 5.0 ▲2.4 0.7 2,410 2,163 
座禅・法話・講演等 4.9 4.7 4.0 ▲0.2 ▲0.7 1,067 764 
職業体験 4.8 5.3 3.9 0.5 ▲1.4 1,825 2,279 
防災・福祉体験 0.4 1.2 1.2 0.8 0.1 562 1,033 
その他 6.9 7.9 3.5 1.0 ▲4.4 2,422 1,667 
　　　　　計 100.0 100.0 100.0 － － 2,400 2,330

第3表　旅行実施内容別校数（中学校） （単位：校，％） 

第4表　体験学習実施内容別構成比と平均費用（中学校） （単位:％，ポイント，円） 

　　
区　　　分

 2007年 2008年 

 金額 割合 金額 割合 

交通費 26,188 42.4 25,490 41.8 

宿泊費 20,733 33.6 20,728 34.0 

体験学習費 3,845 6.2 3,764 6.2 

その他費用 10,934 17.7 11,011 18.1 

総費用 61,700 100.0 60,993 100.0 

一泊当たり宿泊費 8,431  8,314

第5表　修学旅行の費用構成（中学校） 
（単位：円、％） 

資料：「教育旅行白書2007－修学旅行を中心として－」 
　　　（財）日本修学旅行協会、2007年、2008年． 

区　　　　分　　　　　　　実施校数　 割合 

　
最
後
に
、
旅
行
費
用
全
体
に
占
め
る
体
験

学
習
費
は
、
全
国
平
均
（
中
学
校
）
で
み
る

と
、
２
０
０
７
年
、
２
０
０
８
年
が
い
ず
れ

も
６
・
２
％
で
あ
り（
絶
対
額
は
２
０
０
７

年
が
３，
８
４
５
円
、
２
０
０
８
年
が
３，
７

６
４
円
）、
必
ず
し
も
大
き
な
割
合
を
占
め

て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
（
第
5
表
）。 

 
3
　
修
学
旅
行
受
入
の
 

　
　
実
態
と
課
題
 

 （1）
　
調
査
事
例
の
位
置
づ
け
 

 　
本
稿
で
事
例
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
農
作

業
体
験
を
基
本
に
据
え
た
修
学
旅
行
生
の
受

入
を
実
施
し
て
い
る
地
域
の
う
ち
、
特
徴
的

な
取
組
を
行
っ
て
い
る
長
野
県
飯
田
市
と
福

島
県
喜
多
方
市
の
事
例
で
あ
る
。
 

　
長
野
県
飯
田
市
の
体
験
教
育
旅
行
は
、
全

国
で
も
受
入
人
数
が
最
大
規
模
に
属
し
、
農

家
へ
の
体
験
宿
泊
を
導
入
し
た
形
の
取
組
と

し
て
は
先
進
地
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。
一
方
の
福
島
県
喜
多
方
市
は
、
受
入
規

模
こ
そ
全
国
の
体
験
教
育
旅
行
受
入
地
域
の

中
で
中
規
模
で
あ
る
も
の
の
、
日
帰
り
で
の

受
け
入
れ
を
中
心
に
据
え
、
今
後
、
宿
泊
を

伴
う
形
態
に
移
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
日
帰
り
形
態
の
受
入
課
題
を
分
析
す

る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し
た
。
 

　
以
下
、
こ
れ
ら
の
事
例
に
つ
い
て
分
析
を

進
め
た
い
。
 

 （2）
　
長
野
県
飯
田
市
の
 

　
　「
体
験
教
育
旅
行
」
 

  1）
　
地
域
概
要
 

 　
長
野
県
最
南
部
に
位
置
す
る
飯
田
市
は
、

豊
か
な
自
然
と
南
ア
ル
プ
ス
の
眺
望
な
ど
優
 



体験教育旅行の受入式の様子（飯田市） 

第3図　飯田市の位置 

長野市 
須坂市 

千曲市 

上田市 
小諸市 

佐久市 松本市 

塩尻市 
茅野市 

諏訪市 

伊那市 

駒ケ根市 

飯田市 

東御市 
大町市 

安曇野市 

飯山市 

動向解析 

れ
た
景
観
に
恵
ま
れ
た

立
地
に
あ
る
（
第
3
図
）。

天
竜
川
沿
い
に
は
水
田
、

河
岸
段
丘
上
に
は
畑
地

や
果
樹
園
が
広
が
り
、

周
囲
お
よ
び
南
部
高
原

地
帯
は
山
林
が
大
半
を

占
め
る
。
交
通
は
、
市

内
に
中
央
自
動
車
道
と

J
R
飯
田
線
が
通
り
、

東
京
か
ら
は
高
速
道
路

を
利
用
し
約
３
時
間
、
名
古
屋
か
ら
は
１
時

間
半
程
度
で
あ
る
。
 

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
り
ん
ご
、
柿
、
な
し
、

小
梅
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の
果
樹
、
キ
ュ

ウ
リ
、
ア
ス
パ
ラ
な
ど
の
野
菜
、
シ
ク
ラ
メ

ン
な
ど
の
花
き
、
肉
牛
、
酪
農
な
ど
畜
産
が

盛
ん
で
あ
る
。
農
家
率
、
農
業
就
業
人
口
、

経
営
耕
地
総
面
積
等
は
軒
並
み
減
少
傾
向
に

あ
り
、
特
に
山
間
部
を
中
心
に
過
疎
化
・
高

齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。
果
樹
部
門
で
は
農

業
労
働
力
不
足
も
深
刻
化
し
て
い
る
。
 

  ２）
　
飯
田
市
に
お
け
る
体
験
教
育
旅
行
の
 

　
　
取
組
の
経
緯
と
Ｇ
Ｔ
の
枠
組
み
 

 　
飯
田
市
の
体
験
教
育
旅
行
は
、
同
市
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
滞
在
型
Ｇ
Ｔ
の
中
心
的
存

在
で
あ
る
。
昨
今
の
「
ホ
ン
モ
ノ
体
験
志
向
」

の
高
ま
り
を
背
景
に
、
１
９
９
６
年
度
よ
り

中
高
校
生
を
対
象
と
し
た
体
験
教
育
旅
行
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
当
時
は
市
が
事
務
局
を

直
接
行
っ
て
い
た
が
、
受
入
数
の
増
加
に
伴

い
、
２
０
０
１
年
か
ら
は
、
体
験
教
育
旅
行

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
組
織
　（５）

と
し
て
第
三
セ

ク
タ
ー
形
態
の
「
㈱
南
信
州
観
光
公
社
」
が

設
立
さ
れ
、
以
降
、
農
業
体
験
部
門
の
企
画
・

運
営
業
務
は
同
公
社
に
移
管
さ
れ
た
。
 

　
同
公
社
は
、
修
学
旅
行
の
受
入
に
際
し
て

極
め
て
重
要
な
役
割
を
負
っ
て
い
る
。
受
入

農
家
の
年
間
の
農
作
業
状
況
を
把
握
し
受
入

可
能
農
家
と
の
調
整
を
行
う
ほ
か
、
学
校
側

が
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
通
じ
て
修
学
旅
行

を
申
し
込
む
際
の
一
元
的
な
窓
口
と
し
て
機

能
し
て
い
る
。
 

　
２
０
０
種
近
い
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
指
導

は
、
農
家
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
担
い
、
「
ホ
ン
モ
ノ
」
の
感
動

を
参
加
者
に
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
様
々
な
農
業
・
農
村
体
験
メ
ニ
ュ
ー
が

組
み
込
ま
れ
る
中
で
、
参
加
者
（
学
校
）
側

か
ら
農
家
へ
の
民
泊
希
望
が
出
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
た
め
、
１
９
９
８
年
度
か
ら

は
農
家
民
泊
　（6）

を
組
み
込
ん
だ
農
業
体
験
メ

ニ
ュ
ー
を
開
始
し
た
。
受
入
農
家
数
は
、
体

験
教
育
旅
行
の
受
入
人
数
が
増
え
る
に
従
っ

て
徐
々
に
増
え
て
お
り
、
現
在
は
、
南
信
州

全
域
に
約
５
０
０
戸
が
展
開
し
て
い
る
。
 

　
こ
の
ほ
か
、
飯
田
市
で
は
体
験
教
育
旅
行

を
中
心
と
す
る
体
験
型
観
光
の
ほ
か
、
援
農

事
業
や
エ
コ
ツ
ア
ー
、
農
業
分
野
の
人
材
育

成
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
中
で
も
体
験

教
育
旅
行
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
立
ち
上
げ
ら
れ

た
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
　（7）

は
、
同
事
業
の

参
加
者
を
修
学
旅
行
生
と
重
複
し
て
受
け
入

れ
る
農
家
が
多
く
、
興
味
深
い
。
 

  ３）
　
体
験
教
育
旅
行
の
仕
組
み
と
内
容
 

 　
現
在
、
飯
田
市
の
体
験
教
育
旅
行
は
、
農

家
民
泊
を
組
み
込
ん
だ
１
泊
２
日
が
基
本
と

な
っ
て
い
る
。
農
家
だ
け
で
何
泊
も
す
る
プ

ラ
ン
を
希
望
す
る
学
校
は
多
い
が
、
地
域
の

既
存
の
観
光
業
と
の
共
存
を
図
る
た
め
、
も

う
1
泊
は
地
域
内
の
宿
泊
施
設
を
利
用
す
る

こ
と
を
条
件
と
し
た
2
泊
の
プ
ラ
ン
を
原
則

と
し
て
い
る
。
 

　
体
験
の
内
容
は
、
果
樹
、
水
稲
、
酪
農
、

菌
茸
、
野
菜
な
ど
の
農
林
業
体
験
や
農
山
村

交
流
・
田
舎
の
生
活
体
験
な
ど
農
林
業
に
関

わ
る
も
の
が
約
50
％
、
環
境
学
習
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
関
係
が
約
20

％
、
そ
ば
打
ち
体
験
が
約
10
％
、
工
芸
体
験

が
約
５
％
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
数
は
当
初
55
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ

た
も
の
が
、
現
在
で
は
２
０
０
プ
ロ
グ
ラ
ム

近
く
に
上
っ
て
い
る
。
手
間
の
か
か
る
農
業

体
験
や
工
芸
体
験
、
乗
馬
体
験
の
よ
う
な
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
で
き
る
だ
け
４
〜
５
人
の

小
グ
ル
ー
プ
を
単
位
と
し
て
実
施
す
る
よ
う

に
仕
組
ま
れ
て
い
る
が
、
学
校
側
の
要
請
に

応
え
る
た
め
、
登
山
や
味
覚
体
験
な
ど
２
０

０
〜
３
０
０
人
単
位
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
メ

ニ
ュ
ー
も
別
途
用
意
さ
れ
て
い
る
。
 

　
飯
田
市
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
「
ホ
ン

モ
ノ
」
で
あ
る
こ
と
に
強
い
こ
だ
わ
り
を
持

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
体
験
時
間
が
長
く
、

内
容
も
季
節
性
や
地
域
性
を
重
視
し
て
い
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
体
験
の
教
育

的
効
果
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
結

果
的
に
も
、
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
時
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千人、千プログラム か
ら
の
姿
勢
が
、
参
加
し
た
修
学
旅
行
生
に

強
い
感
動
を
与
え
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
、
宿
泊
を
伴
う
飯
田
市
の
体
験

教
育
旅
行
の
仕
組
み
の
中
で
、
「
体
験
宿
泊
」

の
占
め
る
位
置
づ
け
は
大
変
大
き
く
、
宿
泊

と
そ
れ
に
伴
う
夕
食
は
、
農
家
と
生
徒
の
親

近
感
を
高
め
、
農
作
業
を
通
じ
て
両
者
が
共

感
す
る
た
め
の
土
壌
と
な
っ
て
い
る
と
も
言

え
る
。
体
験
教
育
旅
行
で
は
、
夕
食
の
調
理

や
宿
泊
を
通
じ
て
生
徒
の
生
活
に
直
接
関
わ

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
こ
の
部
分
で
必
然
的

に
強
い
関
わ
り
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
女
性

の
理
解
が
な
い
と
受
入
が
難
し
い
と
い
う
側

面
が
あ
る
。
 

　
体
験
料
金
は
、
１
泊
２
日
の
行
程
の
場
合
、

生
徒
側
の
支
払
い
は
一
人
当
た
り
約
１
万
円

で
、
旅
行
会
社
と
南
信
州
観
光
公
社
の
手
数

料
を
引
い
た
約
８，
０
０
０
円
が
農
家
の
手

取
り
と
な
る
。
民
泊
を
伴
わ
な
い
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
場
合
は
、
２
〜
３
時
間
の
比
較
的

長
い
時
間
を
か
け
る
よ
う
に
仕
組
ま
れ
て
い

る
た
め
、
一
人
当
た
り
２，
０
０
０
〜
３，
０

０
０
円
と
高
め
の
設
定
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
れ
だ
け
の
体
験
料
金
を
得
て
い
て

も
、
修
学
旅
行
生
に
焼
き
肉
を
振
る
舞
う
取

り
決
め
を
行
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
購
入
肉

の
経
費
な
ど
が
負
担
に
な
っ
て
い
る
例
な
ど

が
見
ら
れ
、
一
部
の
農
家
で
は
、
購
入
肉
の

代
金
が
体
験
料
金
収
入
の
約
50
％
を
占
め
る

例
も
見
ら
れ
た
。 

　
最
後
に
、
飯
田
市
に
お
け
る
体
験
教
育
旅

行
の
参
加
校
数
と
参
加
者
数
を
第
4
図
に
示

し
た
。
い
ず
れ
も
南
信
州
観
光
公
社
が
設
立

さ
れ
て
か
ら
の
数
字
で
あ
る
。
し
か
し
、
修

学
旅
行
を
中
心
と
し
た
体
験
教
育
旅
行
は
、

実
施
時
期
が
春
季
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
を
主

因
と
し
て
、２
０
０
４
年
以
降
の
実
績
の
伸
び

は
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
南
信
州
観
光

公
社
の
担
当
者
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
飯
田
市

の
シ
ス
テ
ム
で
は
農
業
体
験
の
質
を
保
つ
目

的
や
事
務
局
体
制
の
人
的
な
制
約
な
ど
か
ら
、

年
間
１
１
０
校
、
１
６，
０
０
０
〜
１
７，
０

０
０
人
前
後
の
受
入
が
限
界
と
の
こ
と
で
あ

る
。
 

 

（3）
　
福
島
県
喜
多
方
市
の
 

　
　「
ふ
れ
あ
い
農
業
体
験
」
 

  １）
　
地
域
概
要
 

 　
福
島
県
会
津
地
方
の
北
部
に
位
置
す
る
喜

多
方
市
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
り
、
２
０

０
６
年
の
農
業
産
出
額
は
米
、
野
菜
、
肉
用

牛
が
多
い
（
第
5
図
）。
同
市
は
、
年
間
１
８

０
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
観
光
都
市
で
も

あ
り
、
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
は
全
国
的
に
も
有

名
で
あ
る
。
人
口
は
５
万
５
千
人
、
農
業
就

業
人
口
は
６，
４
１
９
人
で
あ
り
、
農
業
就

業
人
口
の
２
０
０
０
年
か
ら
の
減
少
率
は
３
・

６
％
と
や
や
鈍
化
し
て
い
る
。
首
都
圏
か
ら

の
交
通
は
、
車
の
場
合
は
、
東
北
自
動
車
道

と
磐
越
自
動
車
道
を
経
由
し
て
約
４
時
間
程

度
、
Ｊ
Ｒ
を
利
用
す
れ
ば
新
幹
線
を
利
用
し

て
約
３
時
間
半
で
あ
る
。
 

  ２）
　
Ｇ
Ｔ
関
連
事
業
の
広
が
り
と
 

　
　
体
験
教
育
旅
行
へ
の
取
組
の
経
緯
 

 　
喜
多
方
市
で
は
Ｇ
Ｔ
に
よ
る
町
お
こ
し
を

進
め
て
お
り
、
２
０
０
３
年
に
は
、
県
下
で

初
め
て「
農
泊
　（８）

研
究
会
」
を
市
内
に
設
置
し

て
い
る
。
２
０
０
５
年
に
は
、
県
内
初
の
農

泊
が
４
戸
生
ま
れ
た
。
 

　
同
市
の
Ｇ
Ｔ
の
当
初
の
実
施
主
体
は
、
市

内
の
旧
村
単
位
に
作
ら
れ
た
五
つ
の
農
家
組

織
で
あ
っ
た
が
、
２
０
０
５
年
４
月
に
、
新

た
に
修
学
旅
行
の
受
入
事
務
な
ど
の
事
務
作

業
を
行
う
「
喜
多
方
市
グ
リ
ー
ン
･
ツ
ー
リ

ズ
ム
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
、

Ｇ
Ｔ
の
企
画
調
整
が
同
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
集
約
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

　（９）

。
 

　「
ふ
れ
あ
い
農
業
体
験
」
が
始
ま
っ
た
き

っ
か
け
は
、
裏
磐
梯
地
区
で
修
学
旅
行
を
受

け
入
れ
て
い
た
ペ
ン
シ
ョ
ン
協
同
組
合
の
代

表
者
か
ら
、
日
帰
り
農
作
業
体
験
に
つ
い
て

地
元
Ｊ
Ａ
の
熊
倉
支
所
に
打
診
が
あ
っ
た
こ

と
に
よ
る
。
熊
倉
地
区
で
は
以
前
か
ら
大
学

生
の
実
習
等
を
受
け
入
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
農
協
担
当
者
の
指
導
の
下
、
25
戸
の
農

家
の
賛
同
を
取
り
付
け
て
受
け
入
れ
を
始
め

た
。
 

　
初
年
度
は
試
行
的
な
取
組
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
参
加
校
は
２
校
（
２
８
８
名
）
に
と

ど
ま
っ
た
が
、
以
降
の
参
加
者
は
２
年
目
２，
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第6図　ふれあい農業体験の実績推移 
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動向解析 

０
７
４
名
（
15
校
）、
３
年
目
２，
４
０
２
名

（
23
校
）、
４
年
目
３，
２
０
８
名
（
34
校
）
と

着
実
に
増
加
を
た
ど
り
、
開
始
か
ら
９
年
目

と
な
る
２
０
０
７
年
度
に
は
７，
０
０
８
名

の
修
学
旅
行
生
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
（
第

6
図
）。 

  ３）
　
ふ
れ
あ
い
農
業
体
験
の
仕
組
み
と
内
容
 

 　
ふ
れ
あ
い
農
業
体
験
は
、
こ
れ
ま
で
一
日

ま
た
は
半
日
の
日
帰
り
農
業
体
験
を
基
本
と

し
て
き
た
が
、
２
０
０
６
年
度
か
ら
一
部
で

試
行
的
に
宿
泊
つ
き
体
験
も
実
施
さ
れ
て
い

る
。
 

　
日
帰
り
体
験
は
、
約
70
戸
の
登
録
農
家
に

分
散
し
て
、
農
業
体
験
を
実
施
す
る
と
い
う

も
の
で
、
４
〜
５
名
の
少
人
数
グ
ル
ー
プ
に

分
け
て
実
施
さ
れ
る
。
で
き
る
だ
け
本
物
の

農
業
に
ふ
れ
さ
せ
る
た
め
、
時
期
は
ず
れ
の

「
田
植
え
」
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
的
な
内
容

は
排
し
、
そ
の
時
期
に
合
わ
せ
た
普
段
の
農

作
業
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
心
が
け
て

い
る
。
受
入
農
家
の
作
目
は
稲
作
、
野
菜
、

施
設
園
芸
、
酪
農
な
ど
多
岐
に
及
ぶ
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
農
家
あ
る
い
は
時
期
に
よ
っ
て
、

作
業
は
様
々
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
学
校

側
に
は
事
前
に
よ
く
伝
え
る
努
力
を
行
っ
て

い
る
。
 

　
体
験
料
金
は
、
一
日
体
験
が
生
徒
一
人
当

た
り
３，
６
７
５
円
、
半
日
体
験
が
３，
１
５

０
円
で
あ
り
、
市
役
所
の
担
当
者
に
よ
れ
ば
、

農
業
体
験
の
相
場
に
比
べ
て
か
な
り
高
め
の

料
金
設
定
と
な
っ
て
い
る
。
一
日
体
験
の
場

合
は
、
消
費
税
（
５
％
）
と
旅
行
会
社
へ
の
手

数
料
（
10
％
）、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の
手

数
料
（
10
％
）、
地
域
組
織
　（１０）

の
手
数
料
（
５

％
〜
10
％
）、
修
学
旅
行
生
へ
の
お
み
や
げ

代（
米
代
と
し
て
の
２
０
０
円
）を
除
く
２，
４

２
５
円
（
地
域
組
織
の
手
数
料
が
５
％
の
場

合
）
が
受
入
農
家
の
手
取
り
と
な
る
。
修
学

旅
行
生
は
農
家
１
戸
当
た
り
お
お
む
ね
５
人

程
度
割
り
振
ら
れ
て
い
る
の
で
、
一
日
の
農

業
体
験
を
実
施
す
る
こ
と
で
受
入
農
家
に
は

約
１
万
２
千
円
程
度
の
手
取
り
が
生
じ
る
こ

と
に
な
る
。 

 

（４）
　
修
学
旅
行
に
よ
る
農
家
お
よ
び
 

　
　
地
域
農
業
に
対
す
る
非
経
済
的
効
果
 

 　
最
後
に
、
修
学
旅
行
の
受
入
に
伴
う
農
家

お
よ
び
地
域
農
業
に
対
す
る
波
及
効
果
に
つ

い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
（
第
6
表
）。 

　
ま
ず
、
農
家
に
と
っ
て
の
直
接
的
経
済
効

果
を
も
た
ら
す
の
は
、
他
で
も
な
い
宿
泊
・

体
験
料
金
収
入
で
あ
る
。
飯
田
市
で
は
、
宿

泊
に
関
わ
る
農
家
体
験
指
導
料
の
農
家
に
対

す
る
支
払
い
総
額
が
２，
５
５
０
万
円
、
宿

泊
謝
礼
分
の
農
家
に
対
す
る
支
払
い
総
額
が

４，
２
５
０
万
円
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
両
者

を
合
わ
せ
る
と
農
家
民
泊
に
関
係
す
る
地
域

の
農
家
へ
の
波
及
効
果
は
６，
８
０
０
万
円

に
な
る
。
こ
れ
以
外
に
、
宿
泊
と
関
連
し
な

い
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
料
金
支
払
い
総
額
が

１
億
４
０
０
万
円
あ
る
こ
と
か
ら
、飯
田
市
の

直
接
経
済
効
果
を
試
算
す
る
と
１
億
７，
２

０
０
万
円
に
及
ぶ
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
う

ち
、
宿
泊
に
関
わ
る
６，
８
０
０
万
円
を
、

約
５
０
０
戸
の
受
入
農
家
う
ち
の
実
働
受
入

農
家
数
約
４
０
０
戸
（
平
成
19
年
）
で
割
る

と
、
１
戸
当
た
り
の
宿
泊
関
係
分
の
平
均
収

入
は
17
万
円
／
年
で
あ
る
。
 

　
一
方
、
喜
多
方
市
で
は
、
１
日
体
験
に
関

わ
る
農
家
の
料
金
収
入
総
額
が
１，
３
５
８

万
円
、
半
日
体
験
に
関
わ
る
農
家
の
料
金
収

入
総
額
が
２
８
７
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
直

接
経
済
効
果
は
両
者
で
１，
６
４
５
万
円
に

な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
市
内
の
農
家
約
62

戸
で
割
る
と
、
１
戸
当
た
り
の
平
均
収
入
額

は
、
飯
田
市
よ
り
も
高
い
約
２
６
万
５
千
円

と
計
算
さ
れ
る
。
 

　
次
に
、
体
験
教
育
旅
行
受
入
農
家
に
顕
著

に
認
め
ら
れ
る
非
経
済
効
果
に
つ
い
て
述
べ

て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
農
家
・
地
域
サ
イ
ド

の
精
神
的
効
果
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ

り
、
実
態
調
査
の
結
果
か
ら
受
入
農
家
の
ほ

ぼ
す
べ
て
で
認
め
ら
れ
た
効
果
で
あ
る
。
 

　
こ
れ
に
関
し
て
、
飯
田
市
の
事
例
で
は
、

子
供
に
当
初
の
予
想
以
上
に
ま
じ
め
に
作
業

に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
、
感
情
を
素
直
に
表

現
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
う
れ
し
い
と
か
、

帰
り
際
、
多
く
の
子
供
が
泣
き
な
が
ら
別
れ

を
惜
し
ん
で
く
れ
る
姿
に
逆
に
感
動
さ
せ
ら

れ
た
と
い
う
感
想
は
、
飯
田
市
を
中
心
に
複

数
の
農
家
で
聞
か
れ
た
。
 

　
ま
た
、
子
供
た
ち
と
の
交
流
は
１
泊
の
宿

泊
だ
け
の
関
係
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
宅
に
帰

っ
て
か
ら
お
礼
の
は
が
き
が
届
い
た
り
、
年

賀
状
が
届
い
た
り
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
と

い
う
。
中
に
は
、
後
で
送
ら
れ
て
く
る
手
紙

が
生
き
甲
斐
と
い
う
農
家
も
い
た
。
 

　
一
部
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
手
紙
以
外

に
も
、
修
学
旅
行
に
参
加
し
た
子
供
た
ち
が

数
カ
月
あ
る
い
は
数
年
し
て
か
ら
、
同
級
生

の
数
人
の
グ
ル
ー
プ
や
家
族
連
れ
で
遊
び
に

や
っ
て
く
る
例
が
両
地
域
で
確
認
さ
れ
た
。
 

　
喜
多
方
市
の
事
例
で
は
、
地
域
に
活
気
が

で
て
き
た
と
い
う
意
見
が
多
く
聞
か
れ
た
ほ

か
、
情
報
交
換
な
ど
を
通
じ
た
地
域
の
連
帯

感
の
醸
成
に
役
立
っ
た
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。

調
査
に
う
か
が
っ
た
Ｉ
氏
の
地
区
で
は
５
戸



第6表　体験教育旅行に伴う地域農業への波及効果 

　飯田市 
「体験教育旅行」 

喜多方市 
「ふれあい農業体験」 

【農家体験指導料等に係る農家の 
　料金収入総額】 
　3,000円×8,500人＝2,550万円 

【宿泊謝礼分の農家の料金収入総額】 
　5,000円×8,500人＝4,250万円 

【民泊受入農家以外の地域への経済効果】 
　2500円×（50,000－8,500人） 
　＝約1億400万円 

【直接経済効果計】 
1億7,200万円（うち民泊体験農家
分6,800万円） 
（受入農家1戸当たり平均17万円／年） 

○農作業等の進捗 
○一部の農家で産直の申し出が生徒の
親などからあり、生産物の直売が実
現 

○農業に再びやる気を出した高齢農家
あり 

○グループや家族での再訪 
○手紙のやりとりが嬉しくて、農業体
験の受入を続けている 

○お別れの際の泣き別れに感動 

【1日体験に係る農家の料金収入総額】 
　2,425円×5,600人＝1,358万円 
 

【半日体験に係る農家の料金収入総額】 
　2,050円×1,400人＝287万円 
 

【直接経済効果計】　1,645万円 
（受入農家1戸当たり平均26万5千円
／年） 

 
 
 

○農作業等の進捗 
 
 
 

○子供の声が集落に響くことによる活
気 

○グループや家族での再訪 
○地域の農家同士の情報交換が盛んに
なったことにより、地域の連帯感が
醸成された。 

○体験に伴う事前・事後学習への関わり
を通じて、継続的な手紙や情報のや
りとりが生き甲斐につながっている 

資料：飯田市ならびに喜多方市におけるヒアリング調査より。 

経済 
効果 

直接 
効果 

間接 
効果 

非経済的 
効　　果 

区　分 

の
農
家
が
年
間
平
均
で
30
数
回
の
受
け
入
れ

を
行
っ
て
い
る
が
、
特
に
５
〜
６
月
は
地
域

に
中
学
生
の
声
が
絶
え
ず
響
き
渡
り
、
近
所

の
受
入
を
行
っ
て
い
な
い
農
家
な
ど
も
、
日

常
的
に
修
学
旅
行
生
に
声
を
か
け
て
く
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
 

　
ま
た
、
こ
れ
は
間
接
経
済
効
果
に
分
類
さ

れ
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
産
直

に
結
び
つ
く
動
き
や
受
入
農
家
に
お
け
る
農

作
業
の
進
捗
な
ど
の
効
果
が
、
派
生
的
に
生

じ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
飯
田
市
で

は
、
一
部
の
農
家
に
、
参
加
し
た
生
徒
を
通

じ
て
生
徒
の
両
親
側
か
ら
産
直
の
申
し
出
が

来
て
い
る
。
ま
た
、
農
作
業
の
進
捗
に
つ
い

て
は
、
ア
ス
パ
ラ
や
タ
ラ
の
芽
な
ど
の
定
植

作
業
な
ど
に
つ
い
て
、
40
ア
ー
ル
分
の
苗
を

２
日
で
植
え
終
わ
る
な
ど
、
た
い
へ
ん
効
率

が
上
が
り
農
繁
期
の
経
営
の
役
に
立
っ
て
い

る
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
て
い
た
。
 

　
こ
の
よ
う
に
、
農
村
地
域
に
と
っ
て
の
体

験
教
育
旅
行
は
、
直
接
的
な
料
金
収
入
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
定
量
的
に
計
測
不
能
な
様
々

な
非
経
済
的
効
果
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
ま
た
一
部
に
、
こ
の
非
経
済
的
効
果

か
ら
派
生
し
た
産
直
や
労
働
効
率
の
上
昇
な

ど
の
間
接
経
済
効
果
が
生
じ
て
お
り
、
地
域

農
業
へ
の
総
合
的
な
波
及
効
果
は
、
こ
れ
ら

を
勘
案
す
れ
ば
か
な
り
大
き
く
な
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
 

 
　
　
体
験
教
育
旅
行
の
課
題
と
 

4
　
農
村
地
域
活
性
化
に
 

　
　
向
け
た
今
後
の
展
望
 

 （1）
　
体
験
教
育
旅
行
の
課
題
 

 　
本
稿
で
は
、
小
中
学
生
の
体
験
受
入
を
行

う
２
地
域
の
事
例
か
ら
修
学
旅
行
に
伴
う
体

験
教
育
旅
行
の
実
態
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ

た
。
ま
ず
、
分
析
の
結
果
、
析
出
さ
れ
た
修

学
旅
行
受
入
の
際
の
課
題
を
ま
と
め
た
い
。
 

　
事
例
の
検
証
か
ら
共
通
し
て
み
ら
れ
た
課

題
の
第
一
は
、
飯
田
市
や
喜
多
方
市
が
実
践

し
て
い
る
よ
う
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
仕
組

む
前
提
と
し
て
、
事
前
に
有
効
な
地
域
資
源

を
再
確
認
す
る
綿
密
な
作
業
が
必
須
と
な
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
域
の

代
表
者
や
興
味
を
も
つ
農
家
に
そ
の
地
域
を

客
観
視
で
き
る
第
三
者
を
加
え
て
、
ど
う
い

っ
た
体
験
が
可
能
か
、
ま
た
そ
の
体
験
が
「
ホ

ン
モ
ノ
」
の
体
験
で
あ
る
た
め
に
は
ど
う
い

っ
た
工
夫
を
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
を
事
前
に

十
分
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
検
討
な
し
に
、
他
地
域
の
成
功
事

例
を
単
に
踏
襲
す
る
場
合
、
農
業
体
験
に
よ

る
地
域
お
こ
し
は
ほ
と
ん
ど
成
功
し
な
い
と

考
え
て
良
い
。
体
験
教
育
旅
行
の
受
入
に
は
、

地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
組
織
が
必
要
と
言

わ
れ
る
理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
組
織
の
企
画
段
階
に
お
け
る
役
割

は
こ
う
し
た
意
味
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
体
験
教
育
旅
行
の
中
で
も
修
学

旅
行
を
中
心
に
受
け
入
れ
て
い
る
限
り
、
時

期
的
な
集
中
と
い
う
課
題
は
常
に
つ
き
ま
と

う
課
題
で
あ
る
。
先
に
も
統
計
を
示
し
た
よ

う
に
、
修
学
旅
行
の
お
よ
そ
８
割
近
く
が
春

季
の
３
カ
月
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、
修
学

旅
行
の
受
入
校
数
に
は
制
約
が
多
い
。
飯
田

市
の
場
合
、
春
季
の
３
カ
月
に
限
れ
ば
48
校

の
受
け
入
れ
が
限
度
で
あ
る
と
い
う
。
こ
う

し
た
時
期
的
な
集
中
を
改
善
す
る
た
め
、
夏

期
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
提
案
を
旅
行
会

社
や
学
校
側
に
勧
め
、
春
季
以
外
の
体
験
教

育
旅
行
の
需
要
を
掘
り
起
こ
そ
う
と
い
う
今

後
に
向
け
た
動
き
も
あ
る
。
 

　
第
三
は
、
農
家
の
女
性
の
協
力
が
な
け
れ

ば
、
農
業
体
験
の
受
け
入
れ
は
極
め
て
難
し

い
と
い
う
実
態
で
あ
る
。
集
落
内
の
会
合
な
 



体験も行われる田んぼの稲架掛け（喜多方市） 

動向解析 

ど
で
男
性
同
士
が
修
学
旅
行
生
の
受
入
に
賛

成
し
た
と
し
て
も
、
農
家
の
女
性
の
意
見
が

十
分
加
味
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
翌
朝
撤

回
な
ど
と
い
う
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
農
業

体
験
の
指
導
や
会
話
の
相
手
な
ど
の
役
回
り

は
男
性
が
行
っ
た
と
し
て
も
、
食
事
や
身
の

回
り
の
世
話
は
、
実
態
上
、
女
性
の
担
当
と

な
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
の
点
、

飯
田
市
の
事
例
で
は
、
宿
泊
を
伴
う
仕
組
み

で
あ
る
こ
と
か
ら
よ
り
女
性
の
負
荷
は
大
き

く
な
る
。
修
学
旅
行
生
の
受
入
が
継
続
的
に

行
わ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
生
徒
の
身
の
回
り

の
世
話
を
実
際
に
行
う
農
家
の
女
性
が
、
い

か
に
受
入
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
、
関
わ
る

こ
と
が
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
っ

て
も
良
い
。
 

　
で
は
、
農
業
体
験
の
受
入
を
決
め
、
継
続

し
て
い
る
農
家
の
女
性
は
、
農
業
体
験
の
ど

こ
に
魅
力
を
見
い
だ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
子
ど
も
が
活
き
活

き
と
農
作
業
を
行
い
喜
ん
で
く
れ
る
そ
の
姿

を
見
る
の
が
う
れ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
喜
び
に
触
れ
る
と
疲
れ
が
吹

っ
飛
ぶ
と
い
う
感
想
は
、
複
数
の
農
家
で
聞

か
れ
た
。
農
家
の
女
性
が
こ
う
し
た
部
分
に

価
値
を
見
い
だ
し
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
が

一
つ
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
 

　
第
四
は
、
費
用
に
関
す
る
点
で
あ
る
。
実

際
の
受
入
農
家
か
ら
は
、
農
業
体
験
の
コ
ス

ト
は
わ
ず
か
で
、
所
得
率
は
高
い
と
の
意
見

が
い
ず
れ
の
事
例
で
も
聞
か
れ
た
が
、
宿
泊

に
つ
い
て
は
食
費
の
割
合
が
必
要
以
上
に
高

額
に
な
る
場
合
は
問
題
で
あ
る
。
飯
田
市
の

事
例
で
は
、
先
に
も
紹
介
し
た
よ
う
に
宿
泊

に
つ
い
て
は
日
額
５，
０
０
０
円
の
農
家
手

取
り
の
う
ち
、
２，
５
０
０
円
程
度
が
食
費

に
か
か
る
と
い
う
例
が
多
く
見
ら
れ
た
。
こ

れ
は
、
修
学
旅
行
生
に
焼
き
肉
を
振
る
舞
う

と
い
う
当
初
か
ら
の
地
域
の
申
し
合
わ
せ
が

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
が
、
宿
泊
の
原
価
の
う

ち
食
費
が
50
％
近
く
を
占
め
る
と
い
う
の
は
、

い
さ
さ
か
高
率
に
過
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 

　
こ
の
点
は
、
子
ど
も
た
ち
を
歓
迎
し
な
が

ら
も
、
お
客
様
扱
い
を
し
な
い
と
い
う
姿
勢

を
再
確
認
し
た
上
で
、
購
入
品
の
割
合
を
で

き
る
だ
け
減
ら
し
、
受
入
農
家
の
過
度
な
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
農
家
自
ら
が
努
力
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
 

　
第
五
は
、
受
入
農
家
の
経
営
類
型
に
つ
い

て
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
事
例
分
析
の
中
で

十
分
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

農
業
体
験
を
行
う
農
家
に
は
、
作
型
や
将
来

目
指
す
経
営
形
態
に
よ
っ
て
も
向
き
、
不
向

き
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
、

水
稲
単
作
の
大
規
模
農
家
で
は
、
機
械
の
適

期
作
業
を
行
う
必
要
か
ら
こ
う
し
た
農
業
体

験
を
受
け
入
れ
る
の
は
ほ
ぼ
不
可
能
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
多
様
な
作
業
が
あ
る
野
菜

農
家
で
あ
っ
て
も
、
雇
用
労
働
力
を
入
れ
て

い
る
よ
う
な
農
家
で
は
、
商
品
の
品
質
面
へ

の
影
響
や
労
働
生
産
性
の
観
点
か
ら
、
到
底

小
中
学
生
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
話
に
は
結

び
つ
き
に
く
い
。
い
き
お
い
、
受
入
農
家
の

中
に
地
域
農
業
の
担
い
手
と
目
さ
れ
て
い
る

比
較
的
若
い
専
業
農
家
は
少
な
く
、
そ
の
中

心
は
比
較
的
規
模
の
小
さ
い
複
合
経
営
と
な

っ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
 

　
ま
た
、
受
入
農
家
の
募
集
に
当
た
っ
て
は
、

「
お
金
の
話
を
前
面
に
出
す
と
道
を
誤
る
」

と
か
、
「
金
勘
定
を
し
て
し
ま
う
農
家
は
受

入
農
家
に
は
適
さ
な
い
」
と
い
う
意
見
に
あ

る
よ
う
に
、
子
ど
も
の
面
倒
を
う
ま
く
み
ら

れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
を
重
視
し
、
性

急
な
受
入
農
家
の
拡
大
を
行
わ
な
い
方
が
良

い
と
い
う
の
が
、
受
入
地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
組
織
の
担
当
者
か
ら
共
通
に
聞
か
れ
た

意
見
で
あ
っ
た
。
修
学
旅
行
生
と
農
家
は
、

体
験
者
と
指
導
者
と
い
う
関
係
に
あ
り
な
が

ら
も
、
最
終
的
に
は
人
と
人
の
良
好
な
関
係

を
築
け
る
か
ど
う
か
が
鍵
に
な
る
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。
 

　
極
端
な
例
で
は
、
修
学
旅
行
に
訪
れ
た
生

徒
を
通
じ
て
自
分
の
農
産
物
を
何
と
か
売
り

込
も
う
と
す
る
農
家
や
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
学

生
に
接
す
る
よ
う
に
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
め
い

っ
ぱ
い
働
か
せ
る
農
家
な
ど
も
実
際
に
は
存

在
す
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
修
学
旅
行
生

の
受
入
に
対
し
て
何
ら
か
の
対
価
を
要
求
す

る
農
家
は
、
や
は
り
体
験
教
育
旅
行
の
受
入

農
家
に
は
向
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

 （2）
　
農
村
地
域
活
性
化
に
向
け
た
 

　
　
今
後
の
展
望
 

 　
最
後
に
、
農
村
地
域
に
お
け
る
体
験
教
育

旅
行
に
は
、
今
後
、
当
該
地
域
の
活
性
化
と

い
う
観
点
か
ら
ど
う
い
っ
た
展
望
が
あ
り
得

う
る
か
、
こ
の
点
を
検
証
し
て
お
き
た
い
。
 

　
宿
泊
の
仕
組
み
を
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
仕

組
も
う
と
し
て
い
る
喜
多
方
市
の
よ
う
な
事

例
で
は
、
今
後
農
泊
（
簡
易
宿
所
）
の
許
可

を
取
っ
て
農
家
民
泊
を
伴
う
体
験
を
実
施
し

て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

日
帰
り
体
験
を
実
施
し
て
い
る
農
家
の
中
に
、

宿
泊
が
あ
る
と
１
日
当
た
り
の
単
価
が
違
う

の
で
経
済
的
に
魅
力
的
だ
と
い
う
意
見
や
、

時
間
の
融
通
が
利
く
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ

る
た
め
で
あ
る
。
 

　
し
か
し
、
す
べ
て
の
農
家
が
民
泊
を
伴
っ

た
農
業
生
活
体
験
を
行
う
よ
う
に
な
れ
ば
よ

い
と
か
、
農
業
体
験
が
地
域
を
救
う
と
い
う

よ
う
な
極
端
な
方
向
性
は
地
域
に
と
っ
て
良

い
結
果
を
生
ま
な
い
だ
ろ
う
。
 



　
民
泊
を
含
む
農
業
体
験
は
、
一
部
に
そ
れ

が
経
営
の
中
心
に
据
え
ら
れ
る
農
家
が
あ
っ

て
も
良
い
が
、
一
般
に
は
、
あ
く
ま
で
農
業

生
産
を
し
っ
か
り
行
っ
た
上
で
、
労
働
力
の

空
き
時
間
の
範
囲
で
行
わ
れ
る
の
を
前
提
に

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
民
泊
体
験
を
早
く
か

ら
導
入
し
て
い
る
飯
田
市
の
例
で
は
、
４
人

グ
ル
ー
プ
の
中
学
生
を
年
に
最
大
で
14
〜
15

回
受
け
入
れ
て
い
る
農
家
が
い
る
が
、
１
回

３
万
２
千
円
の
収
入
が
15
回
あ
っ
た
と
し
て

も
年
間
で
48
万
円
で
あ
る
。
こ
れ
は
農
家
に

と
っ
て
決
し
て
小
さ
い
額
で
は
な
い
が
、
そ

れ
で
一
家
が
生
活
を
し
て
い
け
る
額
で
は
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
 

　
も
ち
ろ
ん
、
農
業
体
験
を
実
施
し
た
農
家

に
は
比
例
し
て
一
定
の
収
入
が
も
た
ら
さ
れ

る
点
は
評
価
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、

世
帯
の
中
に
高
齢
者
な
ど
の
余
剰
労
働
力
が

あ
る
場
合
に
は
、
修
学
旅
行
生
の
世
話
を
す

る
手
間
も
生
ま
れ
易
い
の
で
、
そ
う
し
た
農

家
に
は
、
非
常
に
向
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
 

　
体
験
教
育
旅
行
に
お
け
る
「
体
験
」
が
「
ホ

ン
モ
ノ
」
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
農
業

生
産
を
し
っ
か
り
継
続
し
て
い
る
農
家
が
、

自
身
の
経
営
の
身
の
丈
に
あ
っ
た
サ
イ
ド
ビ

ジ
ネ
ス
ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
小
中

学
生
に
ふ
れ
合
う
機
会
を
持
つ
と
い
う
交
流

ス
タ
イ
ル
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
理
想
的

な
姿
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
農
家
が
受

入
地
域
に
少
し
で
も
増
え
て
い
く
な
ら
ば
、

地
域
に
明
る
さ
を
取
り
戻
し
、
高
齢
農
家
な

ど
を
中
心
と
し
た
小
規
模
農
家
の
生
き
甲
斐

を
高
め
る
取
組
と
し
て
、
体
験
教
育
旅
行
は

非
常
に
有
効
で
あ
る
と
い
え
る
。
 

　
 

注
（１）
本
稿
に
い
う
教
育
旅
行
は
、
1
泊
以
上
の
宿
泊

を
伴
う
学
校
の
通
常
教
育
課
程
に
組
み
込
ま
れ

た
形
の
旅
行
を
指
す
。
 

　
（２）
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
２

０
０
８
年
度
か
ら
５
年
間
で
、
全
国
２
万
３
千

校
の
小
学
校
（
１
学
年
約
１
２
０
万
人
）
が
参

加
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
約
５
０
０
地
域
の
農

山
漁
村
に
お
い
て
１
週
間
程
度
の
交
流
・
滞
在

を
推
進
す
る
事
業
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
児
童
が
農
村
へ
の
滞
在
期
間
中
に
農

林
漁
家
で
の
民
泊
体
験
を
行
う
こ
と
が
条
件
と

な
っ
て
お
り
、
児
童
が
少
人
数
で
農
林
漁
家
に

宿
泊
し
、〝
ふ
る
さ
と
〞
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中

で
過
ご
す
こ
と
か
ら
、
高
い
教
育
効
果
も
期
待

さ
れ
て
い
る
。
 

　
（3）
宮
崎
は
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
営
農
形
態
の

違
い
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
大
規
模
畑
作

と
放
牧
と
畜
産
を
主
体
と
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
日
本
は
零
細
な
水
田
稲
作
が
大
宗
を
占
め

て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
「
草
地
を
中
心
に
家
畜
と
集

落
が
点
在
す
る
農
村
景
観
が
、
都
市
住
民
に
心

の
や
す
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
原
風
景
と
な
っ
て
い

る
」
の
に
対
し
て
、
日
本
は
「
水
田
稲
作
・
集

落
・
里
山
・
人
工
林
の
農
村
景
観
が
主
体
」
と

な
っ
て
お
り
、
都
市
住
民
の
ふ
る
さ
と
の
原
風

景
と
し
て
の
印
象
の
弱
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
 

　
（4）
わ
が
国
の
Ｇ
Ｔ
に
対
す
る
行
政
支
援
上
の
課
題

と
し
て
、
山
崎﹇
16
﹈
は
、
①
グ
リ
ー
ン
･
ツ

ー
リ
ズ
ム
推
進
の
ゴ
ー
ル
が
明
確
に
示
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
、
②
副
業
開
発
の
視
点
な
ら
び
に

農
家
女
性
の
自
立
促
進
へ
の
支
援
が
確
立
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
、
③
グ
リ
ー
ン
･
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
も
た
ら
す
社
会
的
経
済
的
効
果
へ
の
期
待
が

短
期
的
で
あ
る
こ
と
、
④
農
家
民
宿
の
品
質
管

理
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
⑤

都
市
住
民
の
グ
リ
ー
ン
･
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
ア

ク
セ
ス
手
段
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
の
５
点
を

挙
げ
、
こ
れ
ら
が
未
解
決
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ

て
い
る
。
 

　
（5）
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
組
織
と
は
、
受
入
地
域
側
の

農
家
の
組
織
化
や
体
験
教
育
旅
行
の
企
画
、
運

営
に
当
た
る
組
織
の
こ
と
で
あ
り
、
旅
行
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
と
の
交
渉
も
専
ら
こ
う
し
た
組
織
が

担
っ
て
い
る
。
飯
田
市
の
「
㈱
南
信
州
観
光
公

社
」
、
喜
多
方
市
の
「
Ｇ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
が
こ
れ
に
当
た
る
。
 

　
（6）
飯
田
市
の
農
家
民
泊
に
は
、
実
態
上
、
三
つ
の

形
態
の
施
設
が
混
在
し
て
い
る
。
一
つ
は
客
室

延
べ
面
積
33
㎡
以
上
で
あ
っ
て
一
般
民
宿
と
同

等
の
営
業
許
可
を
取
っ
た
「
農
家
民
宿
」
、
二

つ
目
は
客
室
延
べ
面
積
33
㎡
以
下
で
あ
っ
て
、

旅
館
業
法
の
特
例
に
よ
り
農
林
漁
業
者
が
営
業

す
る
「
簡
易
宿
所
」
、
三
つ
目
は
宿
泊
体
験
の

み
を
受
け
入
れ
る
無
許
可
の
農
家
で
あ
る
。
無

許
可
の
農
家
に
つ
い
て
は
直
接
的
な
宿
泊
対
価

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
数
的
に
は
「
農

家
民
宿
」
が
3
戸
、
「
簡
易
宿
所
」
の
営
業
許

可
を
取
っ
た
も
の
が
数
十
戸
、
そ
の
他
が
無
許

可
の
農
家
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
飯
田
市
で
は

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
べ
く
、
現
在
、
無
許

可
農
家
に
対
し
て
簡
易
宿
所
の
営
業
許
可
取
得

を
強
力
に
推
進
し
て
い
る
。
 

　
（7）
長
野
県
飯
田
市
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
は
、

一
般
の
都
市
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
農
家
の

手
伝
い
を
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
都
市
の
参
加

者
は
労
働
力
を
提
供
し
、
そ
れ
に
対
し
て
農
家

側
は
期
間
中
の
食
事
と
宿
泊
の
世
話
を
行
う
。

農
家
の
労
働
力
不
足
を
都
市
住
民
の
力
を
借
り

て
解
消
す
る
と
い
う
の
が
当
初
の
目
的
で
あ
っ

た
が
、
付
随
す
る
交
流
的
な
側
面
の
効
果
も
確

認
さ
れ
て
い
る
。
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
の
受

け
入
れ
農
家
は
体
験
教
育
旅
行
を
受
け
入
れ
る

農
家
に
比
べ
る
と
、
や
や
規
模
が
大
き
く
、
労

働
需
要
の
比
較
的
大
き
い
農
家
が
多
い
。
飯
田

市
の
事
例
で
は
約
90
戸
の
農
家
が
ワ
ー
キ
ン
グ

ホ
リ
デ
ー
の
受
入
を
行
っ
て
い
る
。
 

　
（8）
福
島
県
の「
農
泊
」
は
「
農
林
漁
業
体
験
民
宿

業
（
以
下
、
農
家
民
宿
）」
の
略
称
で
、
旅
館

業
法
の
特
例
に
よ
り
、
農
林
漁
業
者
が
客
室
延

べ
床
面
積
33
㎡
未
満
の
簡
易
宿
所
の
営
業
許
可

を
取
っ
た
も
の
を
い
う
。
な
お
、
こ
の
「
旅
館

業
法
施
行
規
則
」
の
一
部
改
正
は
１
９
９
３
年

４
月
で
あ
る
。
福
島
県
で
は
こ
れ
に
加
え
て
、

福
島
県
旅
館
業
法
施
行
条
例
の
改
正
（
２
０
０

５
年
３
月
）
に
よ
り
、
①
客
室
延
べ
床
面
積
33

㎡
未
満
の
「
農
家
民
宿
」
に
関
す
る
ト
イ
レ
水

洗
化
規
定
の
適
用
除
外
、
②
ト
イ
レ
設
備
の
便

器
の
種
類
お
よ
び
数
の
規
定
削
除
、
の
２
点
が

規
制
緩
和
さ
れ
た
。
 

　
（9）
Ｇ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
も
、
飯
田
市
の
南
信

州
観
光
公
社
と
同
様
に
、
農
村
側
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
組
織
と
し
て
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
対

応
す
る
窓
口
の
機
能
を
果
た
し
て
お
り
、
学
校

側
と
の
交
渉
や
人
数
調
整
、
農
家
の
受
け
入
れ

先
確
保
な
ど
の
重
要
業
務
を
一
手
に
引
き
受
け

て
い
る
。
 

　
（10）
喜
多
方
グ
リ
ー
ン
･
ツ
ー
リ
ズ
ム
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
下
部
組
織
で
あ
る「
ふ
れ
あ
い
喜
多

方
農
業
体
験
塾
」、「
お
ぐ
に
の
郷
」、「
岩
月
豊

有
会
」、「
け
い
と
く
・
熊
野
の
郷
」、「
上
三
宮

い
な
ほ
会
」
の
五
つ
の
地
域
組
織
。 
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光
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﹇
13
﹈
宮
崎
猛
（
１
９
９
７
）『
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
日
本
の
農
村
―
環
境
保
全
に
よ
る
村
づ
く

り
』、
農
林
統
計
協
会
。 

﹇
14
﹈
宮
崎
猛
（
２
０
０
２
）『
こ
れ
か
ら
の
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
か
ら
東
ア

ジ
ア
型
へ
―
』、
家
の
光
協
会
。 

﹇
15
﹈
山
崎
光
博
・
小
山
善
彦
・
大
島
順
子
（
１
９

９
３
）『
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
』、
家
の
光

協
会
。 

﹇
16
﹈
山
崎
光
博
（
2
0
0
4
）「
日
本
の
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
超
え
た
か
―
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
国
を
見
た
目
か
ら

の
Ｇ
Ｔ
推
進
策
へ
の
注
文
―
」、『
自
然
と
人
間

を
結
ぶ
　
21
世
紀
の
日
本
を
考
え
る
　
第
24
号

―
特
集
　
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
地
域
戦

略
―
』、
農
文
協
、pp.2

7
-33

。 

動向解析 



 




